40 の ハデ ナ ィ ー ス 
慈悲 あま ね く 慈 愛 深き アッ ラー の 御名 に お いて 
cr ーー ヾ 
第 1 の ハデ ティ ー ス 
a | [で ーー yl hl 
行い は 意図 に よっ て 判断 され る 
ミー ル ・ ア ル ニ ム ウゥ ミニ ー ン と 呼ば れ 、 ハ フサ の 父 で ある ウマ ル ・ ブ ン ・ ア ルー ハッ ター ブ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あ 
れ ) は 言い まし た : 「 私 は 、 アッラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : 「 行 いと 
いう も の は 、 そ の 意図 に よる も の で ある 。 そし て 全て の 者 は 、 そ の 意図 し た と ころ の も の に よっ て (その 報奨 を ) 得 る 。 
し た が っ て アッ ラー と その 使徒 ゆえ に ヒジ ュ ラ ( 聖 遷 ) し た 者 は 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 ゆえ に ヒジ ュ ラ を し た (報奨 を 得 
る ) の で あり 、 一 方 現世 的 利益 や 女性 と の 結婚 が 目的 で ヒビ ジュ ラ し た 者 は 、 そ れ 相 応 の も の ゆえ に ヒジ ュ ラ し た に 過 
ぎ な い 。 」 ハ ディ ー ス 学 の 大 家 で ある 二 人 の イマ ー ム 、 ア ブー・ ア ブ ド ッ ラー・ ム ハン マ ド ・ ブ ン ・ イ スマ ー イ ー ル ・ ブ ン ・ 
イブ ラー ヒー ム ・ ブ ン ・ ア ル ニ ム ギー ラ ・ ブ ン ・ バ ルディ ズバ ・ ア ルー ニ ブ ハー リー( 1) と 、 ア ブル ニ フ セ イン ・ ム スリ ム ・ ブ 
ン ・ ア ルー ハッジ ャ ー ジ ュ ・ ブ ン ・ ム スリ ム ・ ア ル ニ ク シャ イリ ィ イー ユ ・ ア ン ニ ナイ サー ブー リィ ー( 彼 ら に アッ ラー の ご 満 
悦 あ れ ) (1907) の 伝承 。 この 2 つの 真正 集 は 伝承 集 の 中 で も 最も 真正 な も の で す 。 
た た ー ゞ 
第 2 の ハデ ティ ー ス 
ムスリム た ち に 彼ら の 宗教 を 教え る た め 、 ジ ブリ ー ル が 到来 する こと 
ウマ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 た ち が あ る 日 アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 
あれ ) と 共に ある 時 、 純 白 の 衣服 を まとい 、 漆黒 の 髪 の 一 人 の 男 が 私 た ちの も と に 現れ まし た 。 彼 に は 旅 の 形跡 は 
あり ませ ん で し た が 、 私 た ちの 誰 一 人 と し て 彼 を 知る 者 は いま せん で し た 。 彼 は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 
平安 あれ ) の も と まで や っ て 来る と 、 彼 の 両 膝 を 両 腔 に つき 合わ せる よう に し て 座り 、 彼 の 両 の 手の平 を その 両 服 の 
上 に 置き まし た 。 そし て 言い まし た :" ム ハン マ ド よ 、 イ スラ ー ム に つい て 教え て くれ 。 "する と アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :" イ スラ ー ム と は 、 ラ ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー、 ムハンマド ウッ ラス ー ル ッ 
ラー (アッ ラー の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 ムハンマド は その 使徒 で ある ) と 証言 し 、 サ ラー( 礼 拝 ) し 、 ザ カー 
( 浄 財 ) を 施し 、 ラ マダ ー ン 月 に サウ ム ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) し 、 そ れ が 可能 で ある な ら ば カアバ 神殿 を 目指 し て 
ハッ ジ (大 巡礼 ) を 行う こと で す 。*( 男 は ) 言 いま し た :“ 正 し い 。 "私 た ち は 自 分 で 尋ね て お き な が ら 、 答 え を 認証 する 
その 男 に 驚き まし た 。( 男 は 続け て 質問 し て ) 言い まし た :" そ れ で は イー マー ン に つい て 教え て くれ 。 (アッ ラー の 使徒 
は ) 言い まし た :“ ア ッ ラ ー と その 天使 た ち 、 諸 啓典 、 諸 使徒 、 最 後 の 日 、 そ し て それ が 良い こと で あれ 悪い こと で あれ 
定 命 を 信じ る こと で す 。 "( 男 は ) 言 いま し た :“ 正 し い 。” (そし て 男 は 続け て ) 言 いま し た : "それ で は イフ サー ン に つい 
て 教え て くれ 。 "(アッ ラー の 使徒 は ) 言 いま し た : "アッ ラー が まる で 眼前 に お られ る か の よう に 、 か れ を 崇め る こと で 
す 。 そし て 例え か れ が 見 えな く と も 、 かれ は あな た を ご 覧 に な られ る の で す 。"( 男 は また ) 言 いま し た : "それ で は 審判 
の 日 に つい て 教え て くれ 。 "(アッ ラー の 使徒 は ) 言 いま し た "質問 を 受け た 者 は それ に つい て 、 質 問 者 より も 知っ て 
いる わけ で は あり ませ ん 。 "(和男 は また ) 言い まし た : "それ で は その 諸々 の 予兆 に つい て 教え て くれ 。 "(アッ ラー の 使 
徒 は ) 言 いま し た :" あ な た は (その 諸々 の 予兆 と し て ) 奴隷 女 が その 主人 を 産む の を 見 る で し ょ う 。 また 衣服 も 靴 も つ 
け て いな い 貧 し い 羊 飼い た ち が 、 競 っ て 高い 建築 物 を 建て 合う の を 見 る で し ょ う 。 "それ か ら ( 男 は ) 去っ て 行き まし 
た 。 私 (ウマル) は 暫く その まま 留まっ て いま し た が 、 す る と (アッ ラー の 使徒 は ) 私 に こう 言い まし た :" ウ マル よ 、 あ の 
質問 者 が 誰か 分 か る か ? "私 は 言い まし た : "アッ ラー と その 使徒 が よく ご 存 知 で す 。"( ア ッ ラ ー の 使徒 は ) 言 いま し 
た :" 彼 こそ ジブ リー ル で ある 。 あな た 方 に あな た 方 の 宗教 を 教え る た め に や っ て 来 た の で ある 。"」 ム スリ ム (8) の 伝 


承 。 
た ん ーー ヾ 
区 3 の ハデ ティ ー ズ ス 
イス ラー ム は 5 つの ( 柱 ) の 上 に 建つ こと 
ウマ ル ・ ブ ン ・ ア ルー ハッ ター ブ の 息子 で ある アブ ー・ ア ブ ド ゥ ル ラ フ マ ー ン ・ ア ブ ド ッ ラー( 彼 ら に アッ ラー の ご 満悦 あ 
れ ) は 言い まし た : 「 私 は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : 「 イ スラ ー 
ム は 5 つの ( 柱 ) 上 に 建て られ て いる : そ れ は 、 ア ッ ラ ー の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 ムハンマド は その 使徒 で 
ある (ラー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー、 ムハンマド ウッ ラス ー ル ッ ラ ー) と 証言 し 、 サ ラー( 礼 拝 ) し 、 ザ カー( 浄 財 ) を 施し 、 
カアバ 神殿 を 目指 し て ハッ ジ (大 巡礼 ) を 行い 、 ラ マダ ー ン 月 に サウ ム ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) す る こと で ある 。」 ア ル 
テ ブ ハー リー(8) と ムスリム (16) の 伝承 。 


な ー ヾ 
第 4 の ハディース 
母親 の 胎内 で 形成 され る こと 
アブ ー・ ア ブドウ ゥ ウル ラフ マー ン ・ ア ブ ド ッ ラー・ ブ ン ・ マ スウ ー ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 真実 を 語り 、 その 
言葉 が 正しい と 信じ られ て いた アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 私 た ち に 述べ まし た :「 本 当 
に あな た 方 の 創造 は 母親 の 胎内 で 集め られ 40 日 間 、 精 子 が 宿る 。 そ れ か ら 同 じ 期 間 、 凝 血 と な り 、 そ れ か ら 同 様 に 


し て 肉 塊 と な る 。 その 後 、 天 使 が 遣わ され て 魂 を 吹き 込む 。 そ し て 天使 は 四 つ の 言葉 (を 書く こと ) を 命ぜ られ る 。 つ 
まり 、 彼 が 授かる 糧 、 寿 命 、 行 為 、 幸 、 不 幸 を 書き 留め る の で ある 。 か れ ( ア ッ ラ ー) 以 外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な 
い 御 方 に 誓っ て 、 あな た 方 の 誰か が 天国 に 今にも 手 が 届 きそう な 位 い の 立派 な 行い を し な が ら 、 最後 に 記さ れ た 定 
め が 彼 に 先行 し て 、 遂 に 彼 は 地獄 の 住人 と な る 行為 を し て し まう 。 そし て そこ に 入っ て し まう 。 また 、 あな た 方 の 誰か 
が 地獄 の 住人 と な る 行為 を し つづ け て 、 彼 と その 間 が 今にも 手 が 届 きそう な 位 に な っ た と き 、 彼 に 記さ れ た 定め が 先 
行 し て 彼 は 天国 の 住人 と な る 行為 を する 。 その 結果 彼 は 天国 に 入る こと に な る の で ある 。」 
アル ニテ ブ ハ ー リ ー(3208) と ムスリム (2643) の 伝承 。 


第 5 の ハデ ィ ー ス 
誰 れ か が 私 達 の この こと (宗教 上 の こと ) で 根拠 の な い 新説 を 主張 し て 
も それ は 否定 され る 


ウン ムル ニム ウゥ ウミ ニー ン ( 信 仰 者 達 の 母 ) ウ ン ム ・ ア ブ ド ッ ラー・ ア ー イ シャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし 
た :「 ア ッ ラ 一 の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :" も し 誰 れ か が 私 達 の この こと (宗教 上 の こ 
と ) で 根拠 の な い 新説 を 主張 し て も それ は 否 定 さ れる 。"」 ア ル ニ ブ ハー リー(2697) と ムスリム (1718) の 伝承 。 
また 、 ムスリム の 伝承 で は : 
「 誰 れ か が 私 達 の 事柄 に 反し た 行為 を 行っ た と すれ ば それ は 拒否 さる べき こと で ある 。」 
et ー ヾ 
第 6 の ハテナ ティース 
合法 的 な も の は 明らか で あり 、 非 合 法 な も の も 明らか で ある こと 
アブ ー・ ア ブ ド ッ ラー・ ア ン ニ ヌゥ マー ン ・ ブ ン ・ バ シー ル ( 彼 ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は アッ ラー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た -: “合法 的 な も の は 明らか で あり 、 非 合法 な も 
の も 明らか で ある 。 そし て その 間 に は 、 多く の 者 が 知ら な い 疑 わし い 物 事 が ある 。 ゆえ に そう いっ た 疑念 の 余地 の あ 
る 物事 か ら 身 を 慎む 者 は 、 自ら の 宗教 と 尊厳 を 守る こと に な ろう 。 そし て そう いっ た 物事 に 陥る 者 は 、 茜 じ ら れ た 領域 
に 足 を 踏み 入れ て し まう こと に な ろう 。 それ は まる で 、 禁じ られ た 領域 の 周辺 で (家畜 が 草 を 食 む ) 番 を する 牧 童 の よ 
う で あり 、 それ ら は 今にも そこ に 入っ て し まい そう で ある 。 実に 全て の 王 に は 、( 彼 が 定め た ) 禁じ られ た 領域 が ある 。 
そし て 実に アッ ラー が 禁じ られ た 領域 と は に 、 か れ の 禁じ られ た 物事 で ある 。 そし て 実に 体 に は 、 そ れ さ え 健 全 で あれ 
ば 体 全体 も 健全 で あり 、 そ れ が 悪けれ ば 体 全体 も 悪く な る と ころ の 1 個 の 肉 塊 が ある 。 そし て 実に それ は 、 心 な の で 
ある 。"」 ア ル テ ブ ハー リー(52) と ムスリム (1599) の 伝承 。 


た ん ー ヾ 
第 / の ハデ ティ ー ズ ス 
款 教 と は 誠実 さ で ある こと 
アブ ー・ ル カイ ヤ ・ タ ミー ム ・ ブ ン ・ ア ウス ・ ア ッ ニ ダー リー( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言い まし た : 

「“ 宗 教 と は 誠実 さ で ある 。 "私 た ち は 言 いま し た ::“ 誰 に 対す る (誠実 さ で すか ) ?” 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 
平安 あれ ) は 言い まし た : "アッ ラー と その 啓典 、 そ の 使徒 、 そ し て ムスリム の 指導 者 た ち 及 び 一 般 の ムスリム た ち に 
対す る 誠実 さ で ある 。"」 
ムスリム (55) の 伝承 。 

た ん ー ヾ 

第 8 の ハデ ティ ー ス 
イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い 
まし た :「 私 は 人 々 が 、 アッラー の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 ムハンマド は その 使徒 で ある (ラー・ イ ラー ハ ・ イ ッ 
ラッ ラー、 ムハンマド ウッ ラス ー ル ッ ラ ー) と 証言 し 、 サ ラー( 礼 拝 ) を 行い 、 ザ カー( 浄 財 ) を 施す まで 戦う よう に 命ぜ ら 
れ た 。 そ し て も し 、 彼ら が それ ら を 行っ た な ら ば 、 イ スラ ー ム の 理念 に 反し な い ( 久 を 受け る に 相応 し い 行為 を し な い ) 

限り 彼ら は 自分 た ちの 生命 と 財産 を 保証 され る 。 そし て 彼ら に 関す る 清算 は 至高 な る アッ ラー に 委ね られ る の で あ 
る 。」 ア ル テ ブ ハー リー(25) と ムスリム (22) の 伝承 。 


Pav a ーー ヾ 
第 9 の ハディース 
預言 者 が 禁じ た 場合 に は 、 そ れ を 行わ な いこ と 
アブ ー・ フ ライ ラ ・ ア ブドウ ゥ ル ラ フ マ ー ン ・ ブ ン ・ サ フル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は アッ ラー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た :“ 私 が な に か を 禁じ た 場合 に は 、 そ れ を 行なわ な 
いよ うに し な さい 。 また 私 が な に か を 命じ た な ら ば 、 あ な た た ちの で きる 範囲 内 で それ を 実行 し な さい 。 と いう の は 、 あ 


まり に 質問 し すぎ た り 、 預言 者 に 反対 し た り し た た め 、 身 を 減 ぼ し た 人 た ち が 以 前 に いた か ら で す 。"」 ア ル ニ ブ ハー 
リー(7288) と ムスリム (1337) の 伝承 。 
=i ーー ヾ 
第 10 の ハデ ィ ー ス 
アッ ラー は 善 で あら れ 、 善 で な いも の は お 受け に な ら な いこ と 
アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) 
は 言い まし た :“ 至 高 な る アッ ラー は 善 で あら れ 、 善 で な いも の は お 受け に な ら な い 。 まこ と に 、 アッ ラー は 使徒 達 に お 
命じ に な られ た こと を 、 信仰 する 者 た ち に も 命じ られ た 。 "(すなわち )『 あ な た 方 使徒 達 よ 、 善い 清 い も の を 食べ 、 善 い 
行い を し な さい 。 われ は あな た 方 の する こと を 熟知 し て いる 。 (クル アー ン 第 23 章 51 節 ) また 『 信 仰 す る 者 よ 、 わ れ が 
あな た 方 に 与え た 良い も の を 食べ な さい 。 』( ク ルアー ン 第 2 章 172 節 ) それから その 御方 は 、 髪 は 乱れ ほこ り に まみ 
れ た 長旅 の 者 に つい て お 述べ に な っ た 。“ そ の 男 は 両手 を 空 高く さ し 伸 べ て 『 お お 、 主 よ 、 お お 、 主 よ 』 と 祈願 する 。 し 
か し 彼 の 食事 は 不法 、 彼 の 飲物 も 不法 、 彼 の 衣服 も 不法 で ある 。 つま り 不 法 な も の で 生活 を 営ん で いた の で ある 。 
この よう な 場合 、 いか に し て 彼 の 願い が 受け 入れ られ る で あろ うか 。"」 ム スリ ム (1015) の 伝承 。 
た た —* 
第 11 の ハデ テディ ー ス 
疑わ し いも の か ら 離 れ 、 疑念 の 余地 の な いも の を と る こと 
アッ ラー の み 使 い ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 孫 で 、 ア リー・ ブ ン ・ ア ブー・ タ ー リ ブ の 息子 に あたり 、 み 使 
いか ら 愛 情 を 注 が れ た アブ ー・ ム ハン マ ド ・ ア ル ニ テハ サン (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は アッ 
ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 次 の よう に 言う の を 覚え て いま す : "疑わ し いも の か ら 離 れ 、 疑 
念 の 余地 の な いも の を と りな さい 。"」 ア ッ ニ ティ ルミ ズィー(2520) と アン ニナ サー イー 一 (5711) の 伝承 。 尚 、 ア ッ ニ ティ 
ルミ ズィー は 良好 で 正しい 伝承 と し て いる 。 


第 12 の ハデ ィ ー ス 
関 り の な い 問 題 を 放っ て お く こと 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) 
は 言い まし た :“ 自 ら に 関 り の な い 問 題 を 放っ て お く こ と は 、 良き ムスリム で ある こと の 一 部 で ある 。”」 良 好 な ハデ ィ ー 
ス 。 アッ ニテ ィ ル ミズ ィ ー(2318) と イブ ン ニ マー ジャ (3976) の 伝承 。 


た た ー ヾ 
紳 13 の ハデ ティ ー ス 
自分 の こと を 愛す る よう に 兄弟 を 愛 る する よう に な る まで は 、 誰 一 人 (本 
当 の) 信仰 者 と は いえ な い 
アブ ー・ ハ ム ザ ・ ア ナス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) 一 み 使い ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
の 給仕 一 は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる :“ 自 分 の こと を 愛す 
る よう に 兄弟 を 愛 る する よう に な る まで は 、 誰 一 人 (本 当 の ) 信 仰 者 と は いえ な い 。"」 ア ル ニ ブ ハー リー(13) と ム ス リ 
ム (45) の 伝承 。 


第 14 の ハデ ィ ー ス 
ムスリム の 生命 は 侵す べから ざる も の で ある 。 但し 、3 つ の 状況 の 場合 
は 別 で ある こと 


イブ ン ・ マ スウ ー ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あ 
れ ) は 言い まし た : "[ ラ ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー、 ムハンマド ゥ ッ ラ スー ルッ ラー( ア ッ ラ ー の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の 
は な く 、 ムハンマド は その 使徒 で ある )] と 証言 する ムスリム の 生命 は 、 侵 すべ か ら ざ る も の で ある 。 但し 以下 の 3 つ 
の 場合 は 別 で ある : 既婚 者 で 姦淫 し た 者 、 生 命 に 対す る 生命 (報復 刑 に よる 死刑 ) 、 イ スラ ー ム の 宗教 を 棄て 、 共 同 
体 を 離れ る 者 。”」 ア ルー ニ ブ ハー リー(6878) と ムスリム (1676) の 伝承 。 


た た ー ヾ 
第 15 の ハデ テディ ー ス 
アッ ラー と 最後 の 日 を 信じ る 者 は 、 よき こと を 口 に する こと 
アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 伝え て いま す : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 
れ ) は こう 言い まし た : "アッ ラー と 最後 の 日 を 信仰 する 者 は 、 よき こと を 話す か 、 さ も な けれ ば 黙っ て いる の が よい 。 


そし て アッ ラー と 最後 の 日 を 信仰 する 者 は 、 隣 人 を 害し て は な ら な い 。 また アッ ラー と 最後 の 日 を 信仰 する 者 は 、 客 
を 歓待 する の だ 。"」 ア ルー ニブ ハー リー(6018) と ムスリム (47) の 伝承 。 


第 16 の ハデ ィ ー ス 
怒り を 抑え る こと 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 あ る 男 が 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 言 
いま し た : 「" 助 言 を 下さ い 。 "(預言 者 は ) 言 いま し た :“ 怒 ら な いこ と で ある 。 "する と 男 は 繰り 返し (助言 を ) 求 め ま し た 。 
(預言 者 は ) 言い まし た :“ 怒 ら な いこ と で ある 。"」 ア ル ニ ブ ハー リー(6116) の 伝承 。 

た た ー ヾ 
第 17 の ハテナ ティー ス 
アッ ラー は 全て に お いて 善行 を お 命じ に な られ た こと 
アブ ー・ ヤ アァ ラー・ シ ャ ッ ダ ー ド ・ イ ブン ・ ア ウス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 「 ア ッ ラ ー の み 使 い ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :“ ア ッ ラ ー は 全て に お いて 善行 を お 命じ に な られ た 。 それ で 殺生 する 時 に は よ 
き 殺 生 を し 、 層 殺す る 時 に も よき 居 殺 を し な さい 。 刃物 を 研ぎ 、 犠 牲 (が 感じ る 痛み ) を 和らげ よ 。”」 ム スリ ム (1955) 
の 伝承 。 


第 18 の ハデ ィ ー ス 
何処 に いよ うと も アッ ラー を 胃 れ る こと 


アブ ー・ ザ ッ ル ・ ジ ュ ン ドゥ ブ ・ ブ ン ・ ジ ュ ナ ー ダ と アブ ー・ ア ブドウ ゥ ルー ニラ フ マ ー ン ・ ム アー ズ ・ ブ ン ・ ジ ャ バル (彼ら に アッ 
ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と アッ ラー の み 使 い ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 あ な た が 何処 に 
いよ うと も アッ ラー を 泉 れ な さい 。 悪行 の 後に は それ を 拭い 消す よう な 善行 に 努め な さい 。 また 人 々 に 対し て は 良き 

性 質 で も っ て 接し な さい 。 」 ア ッ ニ ティ ルミ ズィー(1987) の 伝承 。 尚 、 アッ ニテ ティル ミズ ィ ー は 良好 な 伝承 と し て お り 、 

他 の 版 で は 良好 で 正しい 伝承 と し て いる 。 
たと ー ゞ 
第 19 の ハデ ティ ー ス 
ーー ぐさ ーッ ー 一 一 - 十 に Ni ーー ーー ーー 
(預言 者 が 少年 に 伝え た 言葉 を ) 心 に 書き 留め て 堅守 する こと 。 そう す 
れ ば アッ ラー が 護っ て 下さ る こと 

アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ア ッ パ バース (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 あ る 日 私 は アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の 後ろ に いま し た 。 彼 は 私 に こう 言い まし た ::“ 少 年 よ 、 お 前 に ある 言葉 を 教え て や ろう 。 
それ を 心 に 書き 留め て 堅守 する の だ 。 そう すれ ば アッ ラー が お 前 を 護っ て 下さ る だ ろう 。 アッ ラー( が あな た に 命じ 禁 
じ ら れ る こと ) を 守る の だ 。 そう すれ ば か れ を 眼前 に 見 出す で あろ う 。 何 か を 全う と き は アッ ラー に 全う の だ 。 そし て 援 
助 を 求め る 時 は アッ ラー に 援助 を 求め る の だ 。 そし て 知る の だ 。 全て の 者 が あな た を 益 し よう と 一 丸 に な っ て も 、 ア ッ 
ラー が あな た に 対し て 既に お 定め に な られ た こと 以外 は 何一つ と し て あな た を 益 す る こと が な い 。 また 全て の 者 が あ 
な た を 害し よう と 一 丸 に な っ て も 、 アッラー が あな た に 対し て 既に お 定め に な られ た こと 以外 は 何一つ と し て あな た を 
害する こと が な い 、。 ( 定 命 の ) 筆 は 既に 置か れ 、( そ れ が 書き 留め あめ られる) ページ (の イン ク ) は も う 乾 いて し まっ た の で 
ある 。"」 ア ッ ニ ティ ルミ ズィー(2516) の 伝承 。 尚 、 アッ ニテ ィ ル ミズ ィ ー は 良好 で 正しい 伝承 と し て いる 。 また 、 アッ == 

ティ ルミ ズィー 以外 の 伝承 で は 次 の よう に 伝え られ て いる : 「 ア ッ ラ ー( が あな た に 命じ 禁じ られ る こと ) を 心 に 書き 留 
め て 堅守 する の だ 。 そう すれ ば か れ を 眼前 に 見 出す で あろ う 。 順 境 に ある 時 に アッ ラー の 教え を 守れ ば 、 困難 に ある 
時 に か れ は あな た を 援助 し て くだ さる 。 アッ ラー が あな た 以外 に 定め られ た こと は あな た に 降り か か る こと は な く 、 ま 
た アッ ラー が あな た に 定め られ た こと を 防ぐ こと は で き な い 。 勝利 は 忍耐 と 共に あり 、 安 幸 は 災難 と 共に 、 そ し て 楽 は 

苦 と 共に ある こと を 知り な さい 。 」 


第 20 の ハデ ィ ー ス 
恥ず か し いと 思わ な いな ら ば 、 好き な こと を する が よい 


アブ ー・ マ スウ ー ド ・ ウ ク バ ・ ブ ン ・ ア ムル ・ ア ルニア ン サ ー リ ー・ ア ル ニ テバ ドウ ゥ リー( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言 
いま し た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :" 人 々 に 継承 され て いる 預言 者 た ち 
の 言葉 に 、 つ ぎの よう な も の が ある 。『 あ な た が 恥ず か し いと 思わ な いな ら ば 、 好き な こと を する が よい 。 "』」 ア ル ニ ブ 
ハー リー(3483) の 伝承 。 
fet —* 
第 21 の ハデ ティ ー ス 
wt = に ーー ェ ーーー ニュ = 
アッ ラー を 信じ ます と 言い 、 そ れ を 固く < 守っ て いく こと 
アブ ー・ ア ムル 、 一 また は アブ ー・ ア ムラ と も 言わ れ て いる 一 ス フ ヤ ー ン ・ ブ ン ・ ア ブ ド ッ ラー( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あ 
れ ) は 言い まし た : 「 私 は アッ ラー の み 使 い に 言い まし た : "あな た 以外 に 尋ね る こと の で き な い 、 イスラーム に 関す る 
こと を 教え て 下さ い 。 "これ に 対し み 使 い は 言い まし た : "アッ ラー を 信じ ます と 言い 、 そ れ を 固く < 守っ て いく こと で す 。"」 
ムスリム (38) の 伝承 。 


た た ー ヾ 
第 22 の ハデ ティ ー ス 
礼拝 の 義務 を 守り 、 ラ マダ ー ン の サウ ム ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) を 行う 
こと 
アブ ー・ ア ブ ド ッ ラー・ ジ ャ ー ビ ル ・ ブ ン ・ ア ブ ド ッ ラー・ ア ルニア ン サ ー リ ー( 彼 ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 伝え て い 
ます :「 あ る 男 が アッ ラー の み 使 い ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 尋ね まし た 。 その 男 は 言い まし た : “も し も 
私 が 礼拝 の 義務 を 守り 、 ラ マダ ー ン の サウ ム ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) を し 、 合法 の も の を 合法 と し 、 禁じ られ た も の を 
避け 、 そ れ 以 上 の こと を 行わ な く て も 、 私 は 天国 に 入れ る で し ょ うか ? "預言 者 は 言い まし た : "その 通り で ある 。"」 ム 
スリ ム (15) の 伝承 。 
た た ー ヾ 
第 23 の ハデ ティ ー ス 
清浄 さ は 信仰 の 半分 で ある こと 
アブ ー・ マ ー リ ク ・ ア ルー ハー リス ・ ブ ン ・ ア ー ス ィ ム ・ ア ルニア シュ アリ ー( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 
「 ア ッ ラ ー の み 使 い ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “清浄 さ は イー マー ン の 半分 で ある 。 そし て 
「 ア ル ニ ハ ム ド ウ リッ ラー」 は (審判 の 日 の 善行 の ) 租 を 満た し 、「 ス ブ ハ ー ナ ッ ラ ー」 と 「 ア ル ニ ハ ム ド ウ リッ ラー」 は 天 
地 を 充 浴 さ せる 。 そし て サラ ー( 礼 拝 ) は 光 で あり 、 サ ダ カ ( 施 し ) は 明 証 で ある 。 また 忍耐 は 輝き で あり 、 クル アー ン 
は (審判 の 日 ) あ な た に と っ て の 証人 、 ある い は あな た に 対し て の 証人 に も な り 得 る 。 全て の 者 は 行い に 勤 し み 、 自ら 
の 魂 を (アッ ラー と ) 取引 する 。 それ で ある 者 は (アッ ラー へ の 服従 行為 に よっ て ) 自ら の 魂 を (地獄 の 懲罰 か ら ) 救 
い 、 ま た ある 者 は (シャ イタ ー ン や 私 欲 に 従っ て ) 自ら の 魂 を 滅ぼす の だ 。"」 ム スリ ム (223) の 伝承 。 


第 24 の ハデ ィ ー ス 
アッ ラー は 自ら に 不正 を 禁じ た こと 


アブ ー・ ザ ッ ル ・ ア ル ニ ギ ファ ー リ ー( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 
あれ ) は 至高 で 偉大 な る アッ ラー が こう 仰せ られ た と 伝え まし た :「 わ が し も べた ちよ : わ れ は 自ら に 不正 を 禁じ 、 ま た 
あな た が た の 間 に お いて も それ を 禁じ た 。 ゆえ に 互い に 不正 を 為 し て は な ら な い 。 わが し も べた ちよ 、 わ れ が 導い た 
者 を 除け ば 、 あ な た が た は すべ て 道 に 迷っ て いる 。 ゆえ に われ に 導き を 求め よ 。 そ うす れ ば 、 わ れ は あな た が た を 導 
くだ ろう 。 わが し も べた ちよ 、 わ れ が 糧 を 与え た 者 を 除け ば 、 あ な た が た は すべ て 負え て いる 。 ゆえ に われ に 糧 を 求 
め よ 。 そう すれ ば 、 わ れ は あな た が た に 糧 を 与え る だ ろう 。 わ が し も べた ちよ 、 わ れ が 衣服 を 与え た 者 を 除け ば 、 あ 
な た が た は すべ て 裸 で ある 。 ゆえ に われ に 衣服 を 求め よ 。 そ うす れ ば 、 わ れ は あな た が た に 衣服 を 与え る だ ろう 。 わ 
が し も べた ちよ 、 昼 も 夜 も 、 あ な た が た は 過ち を 犯す 。 だ が われ は 全て の 過ち を 赦 す 。 ゆえ に われ に 赦し を 求め よ 。 
そう すれ ば 、 わ れ は あな た が た を 赦 す だ ろう 。 わが し も べた ちよ 、 あ な た が た は 決し て われ を 害する こと は 出来 ず 、 ま 
た あな た が た は 決し て 自ら を 益 す る こと も 出来 な い 。 ゆえ に われ に 人 益 を 求め よ 。 わ が し も べた ちよ 、 も し も あな た が 、 
あな た が た の うち 最初 の 者 より も 最後 の 者 より も 、 ま た すべ て の ジン と すべ て の 人 間 よ り も 、 最も 敬 度 な 者 より も 敬 
度 で あっ た と し て も 、 わ れ の 王国 に は 何 ひ と つ 増 える も の は な い 。 わが し も べた ちよ 、 も し も あな た が 、 あ な た が た の 
うち 最初 の 者 より も 最後 の 者 より も 、 ま た すべ て の ジン と すべ て の 人 間 よ り も 、 最も 罪深い 者 より も 罪 深 く あっ た と し 
て も 、 わ れ の 王国 に は 何 ひと つ 減 る も の は な い 。 わが し も べた ちよ 、 も し も あな た が た の うち 最初 の 者 と 最後 の 者 が 
同じ 場所 に 立ち 、 わ れ に 求め 、 そ れ で われ が 一 人 ひと り の 望み を すべ て 叶え た と し て も 、 海 に 落と し た 針 に より 減ら 
され た 水 ほ ど に も 、 わ れ の 王国 か ら は 何 ひ と つ 減 る も の は な い 。 わ が し も べた ちよ 、 わ れ が 数 える の は た だ あな た が 
た の 行為 の み で あり 、 そ れ に 応じ て われ は あな た が た に 報い る 。 ゆえに 良い 報い を 得 た 者 は 、 た だ アッ ラー に 感謝 
せよ 。 だ が 何 ひ と つ 得 な い 者 は 、 た だ 自ら を 非難 せよ 。 」 ム スリ ム (2577) の 伝承 。 


第 25 の ハデ ィ ー ス 


ーー の 人 ゃ 」 へ や ラー mm 

富裕 な 人 達 が (全て の ) 報酬 を さら っ て 行っ て し まう こと 
(この ハデ ィ ー ス も ) ま た 、 ア ブー・ ザ ッ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) の 伝え る と ころ に よる と 、 教 友達 の 幾 人 か が 預 
言 者 ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) に 言い まし た :『「 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 富 裕 な 人 達 は 、 わ れ わ れ が 礼拝 する 
よう に 礼拝 し 、 断 食す る よう に 断食 し 、 そ の 上 彼 等 の 豊富 な 財力 で サダ カ ( 施 し ) を 行い ます 。 (その 結果 ) 彼 等 が ( 全 
て の ) 報 酬 を さら っ て 行っ て し まい ます 」 と 言っ た 。 み 使い は 「 ア ッ ラ ー は あな た 方 に も 行え る サダ カ を お つく り に な っ た 

の で は な い の か ? (つま り ) す べ て の タス ピー フ ( ア ッ ラー に 称え あれ と 唱え る こと ) は サダ カ で ある 。 す べ て の タク 
ビー ル ( ア ッ ラー は 偉大 な り と 唱え る こと ) は サダ カ で ある 。 す べ て の タフ ミー ド ( 全 て の 称賛 は アッ ラー に あり と 唱え る 
こと ) は サダ カ で ある 。 そし て すべ て の タフ リー ル ( ア ッ ラ ー 以 外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は 無し と 唱え る こと ) は サダ カ 
で ある 。 善行 を 勧め る の も サダ カ で ある 。 悪行 を 禁ず る の も サダ カ で ある 。 ま た あな た 方 が 配偶 者 と 交わ る こと も サ 
ダ カ で ある 」 と 申 さ れ た 。 教 友達 は アッラー の み 使 いよ 、 誰 か が た だ 性 欲 を 満た す た め に 行っ て も 報酬 は ある の で 
すか ? 」 と いっ た 。 み 使い は 「 も し それ が 不法 に 行わ れ た と すれ ば 、 そ の 者 は 罪 を 負う と は 考え な い の か 。 同様 に 、 
も し それ が 正当 に 行わ れ た と すれ ば 彼 に は 当然 報酬 が ある 」 と 申 され た 。』 ム スリ ム (1006) の 伝承 。 


た ん た ー ゞ 
第 26 の ハテナ ティース 
人 間 の すべ て の 関節 部 は その 恩恵 に 感謝 し て 、 施し を 行わ な けれ ば な 
ら な いこ と 
アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) 
は 言い まし た : "人間 の すべ て の 関節 部 は 太陽 が 昇っ た ら そ の 与え られ た 恩恵 に 感謝 し て 毎日 、 施し (サダ カ ) を 行わ 
な けれ ば な ら な い 。 二 人 の 間 を 公正 に 取り 持つ こと も 施し な ら 、 人 を 彼 の 動物 に 乗せ て 上 げた り 、 荷 を 積ん で 上 げ る 
こと も 施し で ある 。 また 善き 言葉 も 施し な ら 、 あ な た が 礼拝 に 向う 一 歩 一 歩も 、 道 か ら 害 に な る も の を 取り 除く こと も 施 
し な の で ある 。"」 ア ル ニ ブ ハー リー(2989) と ムスリム (1009) の 伝承 。 


第 27 の ハデ ィ ー ス 
善良 と は 親切 で 思い や り の ある 性 向 で ある こと 


アン テニ ナウ ワー ス ・ ブ ン ・ サ ム ア ー ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 
あれ ) は 言い まし た :「 善 良 と は 親切 で 思い や り の ある 性 向 の こと で す 。 そし て 悪徳 と は あな た の 胸 を 疑惑 と 罪 の 意識 
に よる 恐怖 で か きみ だ す も の で 、 他人 に は それ を どう し て も 知ら れ ま いと する も の で す 。 」 ム スリ ム (2553) の 伝承 。 
ワー ビ サ ・ ブ ン ・ マ ァ バ ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は 、 ア ッ ラ ー の み 使 い ( 彼 に アッ ラー か ら の 
平安 と 祝福 あれ ) の も と へ 行き まし た 。 する と (みみ 使い は ) 言 いま し た :「 善 良さ に つい て 尋ね る た め に 来 た の で すか ? 
私 は 、 言 いま し た : そ の 通り で す 。 す る と 預言 者 は 言い まし た : あ な た の 心 に 尋ね て みな さい 。 善良 さと は その 為 に 心 
が 平安 で ある も の で す 。 また 悪徳 と は 心 を 卑 き 乱 し 、 胸 に わだかまり を 残す も の で す 。」 良 好 な ハデ ィ ー ス 。2 人 の イ 
マー ム 、 ア フ マ ド ・ ブ ン ・ ハ ン バ ル (4/227 ) と アッ ニダ ー リ ミィ (2/246) の ム ス ナ ド に 収め られ た 良好 な 伝承 。 


a ー ヾ 
第 28 の ハデ ティ ー ス 
ーー 一 と し aa や ・ mm ノ ユ ee 
アッ ラー に 対す る 虹 敬 の 念 を も つこ と 、 ま た 指導 者 た ち に 従う こと の 中 
上 
ヒコ 
アブ ー・ ナ ジー フ ・ ア ル テ イ ル バー ド ・ ブ ン ・ サ ー リ ヤ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の み 使 い 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 私 た ちの 心 を 恐れ で 満た し 、 目 か ら 涙 が 溢れ る よう な 説教 を 行い まし た 。 そ 
の 為 、 私 た ち は 言 いま し た : "アッ ラー の み 使 いよ 、 こ れ は まる で 別れ の 説教 の よう で し た 。 私 た ち に 助言 を お 与え くだ 
さい 。 "預言 者 は 言い まし た :“ 私 は あな た 方 に アッ ラー に 対す る 曇 散 の 念 を も つこ と 、 ま た あな た 方 の 奴隷 が 指導 者 
に な っ た と し て も 耳 を 貸し 、 従 う よ う 忠 告 し ます 。 実際 、 あな た 方 の 内 で 長く 生き る 者 た ち は 、 多く の 意見 の 相違 を 見 
る こと で し ょ う 。 あな た 方 に は 私 の スン ナ と 正しく 導 か れ た カリ フ た ち に 従う の で す 。 そし て その 教え に し っ か り と し が 
みつ いて いる の で す 。 ま た 新しい 出来 事 に は 気 を つけ な さい 。 実に すべ て の ビ ド ゥ ア (宗教 に お ける 新奇 な 出来 事 ) 
は 踏み 迷わ せる も の な の だ か ら 。"」 ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4607) と アッ ニテ ィ ル ミズ ィ ー(266) の 伝承 。 尚 、 ア ッ ニ ティ 
ルミ ズィー は 良好 で 正しい 伝承 と し て いる 。 


第 29 の ハデ ィ ー ス 
アッ ラー と 並べ て 他 の も の を 崇拝 し な いこ と 


ム ア ー ズ ・ ブ ン ・ ジ ャ バル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「" ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 私 を 天国 へ と 入ら せ 、 
地獄 の 業火 か ら 遠 ざけ る 行為 を 教え て 下さ い 。 "預言 者 は 言い まし た : “あな た は 大 変 (重要 ) な 質問 を し まし た 。 実に 
それ は アッ ラー が 容易 に され た 者 に 対し て は 、 容易 な こと で は ある が 。 アッ ラー と 並べ て 他 に 崇拝 する こと な く 、 サ 
ラー( 礼 拝 ) を 行い 、 ザ カー( 浄 財 ) を 施し 、 ラ マダ ー ン 月 に サウ ム ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) し 、 カ アバ 神殿 を 目指 し て 
ハッ ジ (大 巡礼 ) す る こと で す 。 "それ か ら 預 言 者 は 言い まし た :" 私 は (任意 の ) 善行 に つい て あな た 方 に 示し ませ ん 
で し た か ? 断食 は 盾 で あり 、 施し は 水 が 火 を 消す よう に 罪 を 拭い 去り ます 。 そし て 真夜 中 の 礼拝 が あり ます 。 それ か 
ら 預 言 者 は (次 の 節 を ) 朗 衣 さ れ ま し た :『 か れ ら の 体 が 慌 床 を 離れ る と 、 泉 れ と 希望 と を 抱い て 主 に 祈り 、 われ が 授 
けた も の を 施し に さ し 出 す 。 か れ ら は その 行っ た こと の 報奨 と し て 、 喜ば し いも の が 自分 の た め に ひそ か に (用 意 ) さ 
れ て いる の を 知ら な い 。 」( ク ルアー ン 32 章 16 -17 節 ) それから 預言 者 は 言い まし た :“ 私 は (あな た が 質問 し た ) 問題 
の 核心 と その 柱 、 ま た その 際立っ た も の に つい て 伝え ませ ん で し た か ? "私 た ち は 言 いま し た :“ は い 、 アッ ラー の み 
使い よ 、 教 えて 下さ い 。 "する と 預言 者 は 言い まし た :“ 問 題 の 核心 と は イス ラー ム で あり 、 柱 と は サラ ー( 礼 拝 ) で あ 
り 、 ま た 最も 際立っ た も の と は ジハード で ある 。 "それ か ら ( 預 言 者 は ) 言 いま し た : “それ ら す べ て を 如何 に 統御 し た ら 
よい か 伝え ませ ん で し た か ? "私 た ち は 言い まし た :" は い 、 ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 教 えて 下さ い 。 "する と 預言 者 は 彼 
の 舌 を 掴み 、 そ し て 言い まし た : “これ を 慎む の で す 。 "私 は 言い まし た : "アッ ラー の 預言 者 よ 、 私 た ち は 話 し た こと で 
評価 され る の で し ょ うか ? "する と 預言 者 は 言い まし た :" そ な た の 母親 は 気 を 失っ て し まう だ ろう 。 ム ア ー ズ よ 、 人 た ち 
が 地獄 の 業火 に 彼ら の 顔 、 も し く は 鼻 を 下 に し て 投げ 入れ られ る と き 、 彼ら が 自ら の 舌 で 稼い だ も の 以外 の 理由 が 
ある だ ろう か 。 "」 ア ッ ニ ティ ルミ ズィー(2616) の 伝承 。 尚 、 ア ッ ニ ティ ルミ ズィー は 良好 で 正しい 伝承 と し て いる 。 


第 30 の ハデ ィ ー ス 


アッ ラー が 定め た (宗教 上 の ) 義務 を 怠っ て は な ら な いこ と 
アブ ー・ サ ァ ラ バ ・ ア ル ニ テニ フ シャ ニー・ ジ ュ ル スー ム ・ ブ ン ・ ナ ー シ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 「 ア ッ ラ ー の 
み 使い ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “至高 な る アッ ラー は 、 (宗教 上 の ) 義務 を 定め られ まし 
た 。 その 為 、 そ れ ら を 怠っ て は な り ま せん 。 また 、 限度 と な る 範囲 を 定め られ まし た 。 その 為 、 そ の 限度 を 越し て は な 
り ま せん 。 また ある 種 の 事柄 を 禁じ られ まし た 。 その 為 、 そ れ ら を 破っ て は な り ま せん 。 そし て 言及 され て いな い 事 柄 
に つい て 、 そ れ は あな た 方 に 対す る 憐れみ か ら で た も の で あり 、 決し て 忘れ て いた か ら で は あり ませ ん 。 その 為 、 そ 
の よう な こと を 追い 求め て は な ら な い の で す 。"」 良 好 な ハデ ィ ー ス 。 アッ ニダ ー ル クト ゥ ニー(4/184) と その 他 が 伝え 
る 伝承 。 


第 31 の ハデ ィ ー ス 
現世 か ら 身 を 引け ば 、 アッラー が ' あ な た の こと を 愛す る こと 


アブ テル ニ テア ッ バ ー ス ・ サ ハル ・ ブ ン ・ サ アド ・ ア ッ ニ サー イデ ィ ー( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : ある 男 

が 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と へ 来 て 言い まし た : 「" ア ッ ラ ー の み 使 いよ 、 も し 私 が それ を 行 

えば 、 ア ッ ラ ー と 人 々 が 私 を 愛す る よう な 行い を 教え て 下さ い 。 "する と 預言 者 は 言い まし た : "現世 か ら 身 を 引け ば 、 

アッ ラー は あな た の こと を 愛す る で し ょ う 。 また 人 々 が 所 有する も の か ら 身 を 引け ば 、 人 々 は あな た の こと を 愛す る で 
し ょ う 。 "」 良 好 な ハデ ィ ー ス 。 イブ ン ・ マ ー ジ ャ (4102) と その 他 が 良好 な 伝承 の 鎖 と と も に 伝え て いる 伝承 。 


第 32 の ハディース 
危害 を 加え る こと 、 ま た 相互 に 危害 を 加え 合う こと の 禁止 


アブ ー・ サ イー ド ・ サ アァ アド ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ・ ブ ン ・ シ ナー ン ・ ア ル ニ フ ドウ リー( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 ア ッ 
ラー の み 使 い ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 危 害 を 加え る こと 、 ま た 相互 に 危害 を 加え 合う こ 
と の いずれ も あっ て は な ら な い 。 」 良 好 な ハデ ィ ー ス 。 イブ ン ・ マ ー ジ ャ (2341) と アッ ニダ ー ラ クト ゥ ニー(4/228) と そ 
の 他 が ム ス ナ ド と し て 伝え て いる 伝承 。 また マー リク は 彼 の 著書 「 ア ル ニ ム ワッ タ 」 の 中 (2/746) で アム ル ・ ブ ン ・ ヤ ヒ 
ヤー か ら そ の 父 、 そ し て 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) へ と 繋が る 鎖 を も つ ム ル サ ル の 伝承 と し て 記 
載 し て いる が 、 ア ブー・ サ イー ド の 名 は 記さ れ て は いな い 。 また 、 互いに 他 の 信 性 を 強め あう 複数 の 伝承 の 鎖 が あ 


第 33 の ハデ ィ ー ス 
要求 する 者 に は 明らか な 証拠 が 必要 で あり 、 拒 絶する 者 に は 誓い が 必 
要 で ある こと 


イブ ン ・ ア ッ バ ー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の み 使 い ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 

れ ) は 言い まし た :「 人 々 が (論争 で ) 主張 し た こと を 与え られ る な ら ば 、 彼 ら は 他人 の 財産 や 生命 まで 要求 する で あ 

ろう 。 し か し な が ら 、 要求 する 者 に は 明らか な 証拠 が 必要 で あり 、 ま た それ を 拒絶 する 者 に は 誓い が 必要 で ある 。」 

良好 な ハデ ィ ー ス 。 アル ー= バ イハ キー(10/252) と その 他 の 伝承 で は この よう に 伝え られ て お り 、 ま た 内 容 の 一 部 は 
真正 な 2 つの 「 サ ヒー フ 」 の 中 に 記載 され て いる 。 


第 34 の ハデ ィ ー ス 
悪事 を 目 に し た 者 は 、 そ れ を 手 で も っ て 正す こと 


アブ ー・ サ イー ド ・ ア ルフ ドリ ー( 彼 に アッ ラー の 御 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か 

ら の 祝福 と 平安 あれ ) が こう 言わ れる の を 聞き まし た :“ 悪 事 を 目 に し た 者 は 、 そ れ を 手 で も っ て 正 せ 。 も し そう 出来 な 

けれ ば 、 舌 で も っ て 正 せ 。 そし て それ さえ も 出来 な けれ ば 、 心 で も っ て 正す の だ 。 そし て それ が 最も 弱い イー マー ン で 
ある 。"」 ム スリ ム (49) の 伝承 。 


第 35 の ハデ ィ ー ス 
互い に 他人 を 始 ん だ り 、 値 を つり 上 げた り し て は な ら な いこ と 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) 
は 言い まし た :“ 互 い に 他 人 を 始 ん だ り 、 値 を つり 上 げた り し て は な ら な い 。 また 互い に 憎しみ あっ た り 背 を 向け あっ た 
り し て は な ら な い 。 ま た 他人 の 取引 に 割り 込ん で は な ら な い 。 アッ ラー の 僕たち よ 、 あ な た 方 は 互い に 兄弟 に な りな さ 
い 。 ムスリム は 他 の ムスリム の 兄弟 な の だ か ら 。 兄弟 を 虐げ た リ 、 見 捨て た り 、 騙 し た り 、 軽 蔵 し て は な ら な い 。 敬 度 
さ は ここ に ある の だ 。 "その と き 預 言 者 は 彼 の 胸 を 三 回 指さし まし た 。 “人 間 に と っ て の 悪 と は 兄弟 で め る ムスリム を 


軽 蔵 す る こと で ある 。 全て の ムスリム は 他 の ムスリム に と り 侵 すべ か ら ざ る も の で ある 。 彼 の 生命 も 、 財産 も 、 名誉 
も 。"」 ム スリ ム (2564) の 伝承 。 


第 36 の ハデ ィ ー ス 
信仰 者 か ら こ の 世 の 悲 し み を 取り 除い た 者 に つい て 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の 御 満悦 あれ ) に よる と 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言わ れ ま 
し た :「 信 仰 者 か ら こ の 世 の 悲 し み を 一 つ 取 り 除い た 者 に は 、 アッラー が 審判 の 日 、 彼 の 悲し み を 一 つ 取り 除い て 下 
さる で あろ うぅ 。 困窮 者 の 苦し み を 軽減 し た 者 に は 、 アッラー が 現世 と 来世 で 彼 に 容易 に し て 下さ る 。 また 、 ム スリ ム の 
過ち を 隠し て あ ば か ぬ 者 に 対し て は 、 ア ッ ラ ー が 現世 と 来世 で 彼 の 過ち を 隠し て 下さ る 。 アッ ラー は 僕 が その 兄弟 を 
助け る か ぎり 、 そ の 僕 を 助け 支え る で あろ う 。 ま た 、 知 識 を 求め て 道 を 歩む 者 に は 、 ア ッ ラ ー が 天国 に 至れ る よう に 
その 道 を 容易 に し て 下さ る 。 アッ ラー の 家 ( マ スジ ド ) の 一 つ に 集まり 、 アッラー の 啓典 を 詩 み 、 互 い に 学び 教え 合う 
者 た ちの 下 に は 静寂 が 訪れ 、 慈悲 が 彼ら を 衝 い 、 天使 た ち は 彼 ら を 取り 囲む こと で あろ う 。 そ し て アッ ラー は 周り に 
は べ る 者 た ちの 前 で 彼ら に つい て 語る で あろ う 。 善 行 に 遅れ を と る 者 は 、 血筋 を も っ て し て も 急ぎ 行く こと は で き な い 
の で ある 。 」 ム スリ ム (2699) の 伝承 で は この 形 で 伝え られ て いる 。 


第 37 の / ディ ー ス 
アッ ラー は 善行 、 悪行 を 記録 な され る こと 


イブ ン ・ ア ッ バ パー ス ( 彼 ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の み 使 い ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あ 

れ ) は 至高 な る 主 が こう 仰せ られ た と 言い まし た :「 ア ッ ラ ー は 善行 、 悪行 に つい て 記録 な さる 御方 で あり 、 そ れ に つ 

いて 説明 され た 。 誰 で あれ 、 善 行 を 志 し な が ら そ れ を 行わ な か っ た 者 に は 、 ア ッ ラ ー が は 善行 一 つ を 記録 な され る 。 

また 善行 を 志 し それ を 行っ た 者 に は 、 ア ッ ラ ー は 10 倍 か ら 700 倍 、 さ ら に は それ 以上 の 善行 と し て 記録 な され る 。 ま 

= 悪行 を 企 て 、 そ れ を 行わ な か っ た 場合 、 アッ ラー は 完全 な 一 つの 善行 と し て 記録 し て 下さ る 。 また も し 悪行 を 企 て 

それ を 行っ た 場合 に は 、 ア ッ ラ ー は 悪行 一 つと し て 記録 な さる の で ある 。 」 ア ルーブ ハー リー(6491) と ムスリム (131 
) の 伝承 。2 つ の 「 サ ヒー フ 」 は この 形 で 伝え て いる 。 


第 38 の ハディース 
アッ ラー が 愛す る し も べ に 敵対 する 者 に は 、 アッ ラー が 宣戦 布告 する こ 
と 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の み 使 い ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あ 
れ ) は 言い まし た -: 至高 な る アッ ラー は 仰 ら れ た :「 わ が 愛す る 敬 度 な し も べ に 敵対 する 者 に は 、 わ れ が 宣戦 布告 し よ 
う 。 そし て わが し も べ が われ に 向かっ て (任意 の 崇拝 行為 に よっ て ) 近 付 こ うと する 行為 は 、 わ れ が 彼 に 義務 付け た 
も の (に よる それ ) よ り も われ を 悦 ば せる も の な の で ある 。 そし て わが し も べ は (自発 的 な ) 任 意 の 崇拝 行為 に よっ て 、 
われ に 向かっ て 近 付 こ うと し 続け る 。 そし て われ は 彼 を 愛 で 、 彼 の 聞く 聴覚 と な り 、 彼 の 見 る 視覚 と な り 、 彼 が それ で 
も っ て 制す る 手 と な り 、 そ れ で も っ て 歩む 足 と な る 。 そし て 彼 が われ に 向かっ て 何 か を を えば 、 わ れ は それ を 与え よ 

う 。 彼 が わが 友 護 を 求め れ ば 、 わ れ は それ を 与え よう 。"」 ア ル ニ ブ ハー リー(6502) の 伝承 。 


第 39 の ハデ ィ ー ス 
アッ ラー が 間違い や 失念 、 強制 さ れ た 行為 を 赦 さ れる こと 


イブ ン ・ ア ッ バ パー ス ( 彼 ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー は 私 の 為 に 、 私 の ウン マ の 間違い や 失念 、 強 制 さ れ た 行為 を 赦 さ れ た 。」 良 好 な ハデ ィ ー 
ス 。 イブ ン ・ マ ー ジ ャ (2045) と アル テバ イハ キ ー( ア ッ ニ テス ナン 7) の 伝承 。 


第 40 の ハデ ィ ー ス 
現世 に お いて は 、 異 邦人 か 旅人 の よう で ある こと 


イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の み 使 い ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 
れ ) は 、 私 の 肩 に 手 を 置き そし て 、 言 いま し た :“ こ の 世に お いて は 、 異 邦人 か 旅人 の よう で あり な さい 。 "また イブ ン ・ 

ウマ ル ( 彼 ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :“ 夜 に は 朝 を 期待 する こと な く 、 ま た 朝 に は 夜 を 期待 する こと の 
な いよ うに し な さい 。 病気 の 為 に 健康 を ふり あて 、 死 の 為 に 生 を ふり あて な さい 。 "」 ア ル ニ ブ ハー リー(6416) の 伝 


承 。 
第 41 の ハデ ィ ー ス 


願望 まで も 預言 者 が も た らし た も の に 従う よう に な る まで 、 本 当 の 信仰 
者 と は 言え な いこ と 
アブ ー・ ム ハン マ ド ・ ア ブ ド ッ ラー・ ブ ン ・ ア ムル ・ ブ ン ・ ア ル ニ テア ー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 

「 ア ッ ラ ー の み 使 い ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : "その 者 の 願望 が 私 が も た らし た も の に 従う 
よう に な る まで 、 あ な た 方 は 本 当 の 信仰 者 と は 言え な い 。"」 良 好 で 正しい 伝承 「 ア ルー フッ ジャ 」 の 中 に ある 正しい 
鎖 を 持つ 伝承 。 

た と ー ヾ 
第 42 の ハデ ティ ー ス 
アダ ム の 子孫 が アッ ラー を 呼び 求め 、 こ ころ か ら 願 う 限 り 、 過 ち が 放 され 
る こと 
アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は 、 アッラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 
と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た “至高 な る アッ ラー は 仰せ られ まし た : "アー ダ ム ( ア ダム ) の 息子 よ 、 お 前 が 私 
を 呼び 求め 、 こ ころ か ら 願 う 限 りそな た の 過ち を 落し 、 大 目 に 見 て や ろう 。 アー ダム の 息子 よ 、 た と え お 前 の 罪 が 空 の 
雲 に 到達 する まで あっ た と し て も 、 そ れ か ら わ れ に 罪 の 赦し を うな ら ば 、 お 前 を 赦し て や ろう 。 アー ダム の 息子 よ 、 
お 前 が この 地球 と 同じ くら い の 大 罪 を 犯し 、 そ れ か ら わ れ の も と に や っ て 来 て も 、 わ れ に 並べ て 他 に 崇め な い 限 り 、 
それ と 同じ 赦し を 与え て や ろう 。 "」 ア ッ ニ ティ ルミ ズィー(3540) の 伝承 。 尚 、 ア ッ ニ ティ ルミ ズィー は 良好 で 正しい 伝承 
と し て いる 。 


第 43 の ハデ ィ ー ス 
権利 の ある 者 に 、 定 め ら れ た 遺産 の 分 配 額 を 与え る こと 


イブ ン ・ ア ッ バ ー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 伝え て いま す :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 
あれ ) は 言い まし た :「 そ の 権利 の ある 者 に 、 定 め ら れ た 遺産 の 分 配 額 を 与え よ 。 そし て も し 残っ た ら 、 最 も 近 縁 の 男 
性 に 与え る の だ 。 」 ア ル ニ ブ ハー リー(6732) と ムスリム (1615) の 伝承 。 


第 44 の ハデ ィ ー ス 
血縁 親族 関係 の 者 に 違法 と され る こと は 、 乳 親子 関係 の 者 に も 違法 と 
され る こと 


アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 
「 血 縁 親族 関係 の 者 に 違法 と され る こと は 、 乳 親子 関係 の 者 に も 違法 と され る 。 」 ア ル ニ ブ ハー リー(2646) と ム ス リ 
ム (1444) の 伝承 。 


第 45 の ハデ ィ ー ス 
アッ ラー と その み 使 い は 酒 の 取引 を 禁じ られ た こと 


ジャ ー ビ ル ・ ブ ン ・ ア ブ ド ッ ラー( 彼 ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の み 使 い が 勝 利 の 年 (マッ カ 征 服 

の 年 ) に マッ カ で 次 の よう に 語っ た と し て 伝え て いる :「 ア ッ ラ ー と その み 使 い は 酒 と 動物 の 死体 と 豚 と 偶像 の 取引 を 

禁じ まし た 。 する と 人 た ち は 言 いま し た : “アッ ラー の み 使 いよ 、 動物 の 死体 の 脂 に つい て は どう で すか ? それ は 舟 に 

塗装 され る ( 水 の 浸透 を 防ぐ ) し 、 革 の な めし 油 と し て も 使わ れ ま す 。 また 庶民 は ( 燈 し て ) 明か り に も 使う こと は で き 

ます か ? "する と (預言 者 は ) 言 いま し た :“ い いえ 、 それ は ハラ ー ム (禁じ られ て いる こと ) です 。 "と 言い さら に 続け て 

言い まし た :“ ア ッ ラ ー が ユダ ヤ 人 を 呪 わ れ ま す よ うに 。 彼 等 は アッ ラー が その 脂 を 禁じ た に も か か わら ず そ の 脂 を 溶 
か し て 売り その 代金 を 得 て い る の で す 。"」 ア ル ニ ブ ハー リー(2236) と ムスリム (1581) の 伝承 。 


第 46 の ハデ ィ ー ス 
本 本 させ る も の は 、 す べ て 禁じ られ て いる こと 


アブ ー・ ム ー サ ー・ ア ルニア シュ アリ ー( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平 
安 あ れ ) は 彼 を イエ メン に 人 遣わ し まし た 。 する と 彼 は 現地 で 用 意 さ れる 飲み 物 に つい て 預言 者 に 尋ね まし た 。 預言 者 
は 言い まし た :「“ そ れ は 何で すか ?” 彼 は 言い まし た :“ ア ルー ニ ビ ツウ と アル ニー ミ ズル で す 。” 預言 者 は 言い まし た :“ ア 
ル =ー ビ ツウ と は 何で すか ?” 彼 は 言い まし た :“ 蜂 蜜 か ら 作 られ る アル コー ル 飲 料 で 、 ア ル ニ ミ ズル は 大 麦 か ら 作 ら 
れる アル コー ル 飲 料 で す 。”" す る と 預言 者 は 言い まし た :“ 本 町 させ る も の は 、 す べ て 禁じ られ ます 。"」 ア ル ニ ブ ハー 
リー(4343) の 伝承 。 


第 47 の ハデ ィ ー ス 


人 間 が 満た す 器 の 中 で 、 自分 の 胃 を 一 杯 に する より も 悪い こと は な いこ 
と 


アル ミク ダー ム ・ ブ ン ・ マ ァ デ ィ カ リバ は 言い まし た :「 私 は アッ ラー の み 使 い ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) 

が こう 言う の を 聞き まし た :“ 人 間 が 満た す 器 の 中 で 、 自 分 の 胃 を 一 杯 に する より も 悪い こと は あり ませ ん 。 ア ダム の 

子孫 は 背中 を 支え る だ け も の を 食べ れ ば 十分 で す 。 これ が 不可 能 な ら ば 、3 分 の 1 を 食物 に 、3 分 の 1 を 飲み 物 に 、3 

分 の 1 を 呼吸 に 充て な さい 。"」 ア フ マ ド (4/132) と アッ ニテ ィ ル ミズ ィ ー(2380) 、 イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3349) の 伝承 。 尚 、 
アッ ニー ティ ルミ ズィー は 良好 な 伝承 と し て いる 。 


第 48 の ハデ ィ ー ス 
四 つ の 特徴 を 持つ 者 は 、 偽善 者 で ある こと 


アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ア ムル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
言い まし た :「 次 の 四 つ の 特徴 を 持つ 者 は 、 全 く の 偽善 者 で ある 。 これ ら を 一 つ で も 持つ 者 は 、 そ の 一 つ に お いて そ 
れ を 棄て な い 限 り 偽善 者 で ある 。 それ ら は 、 話せ ば 嘘 を 言い 、 約束 すれ ば それ を 破り 、 口論 で 訴え れ ば 汚い 言葉 を 

使い 、 同 盟 を 結べ ば 裏切る 者 た ち で ある 。」 ア ル ニ ブ ハー リー(34) と ムスリム (58) の 伝承 。 


第 49 の ハデ ィ ー ス 
アッ ラー に 対し 真 の 意味 で の タワ ッ ク ル (全て を 委ね る こと ) を する こと 


ウマ ル ・ ブ ン ・ ア ル ニ ハ ッ タ ー ブ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 
れ ) は 言い まし た :“ も し あな た 方 が アッ ラー に 対し 真 の 意味 で の タワ ッ ク ル (全て を 委ね る こと ) を し た な ら ば 、 朝 に は 
空腹 で 出かけ る 鳥 が タ に は 満腹 で 帰っ て 来る よう に 、( ア ッ ラ ー は ) 糧 を 与え て 下さ る で あろ う 。”」 ア フ マ ド (1730 と 52 
) 、 ア ッ ニ ティ ルミ ズィー(2344) 、 ア ン ニ ナ サ ー イ ー の 著 「 ア ルー ニク ブラ ー」、「 ト フフ ァ ト ルニア シュ ラー フ 」(8779) 、 イ 
ブン ニ マ ー ジ ャ (4164) の 伝承 。 イブ ン ・ ヒ ッ パ バー ン (730) と アル ニハ ー キ ム (418) は 正しい 伝承 と し て いる 。 尚 、 ア ッ 

ティ ルミ ズィー は 良好 で 正しい 伝承 と し て いる 。 


ri ーー ヾ 
第 50 の ハデ ティ ー ス 
あな た の 舌 を アッ ラー の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) で も っ て 乾 か さ な いよ うに する こ 
と 
アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ブ スル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 あ る 男 が 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 
平安 あれ ) の も と へ 来 て 言い まし た : “アッ ラー の み 使 いよ 、 私 た ち に と っ て イス ラー ム の 規定 は 多 す ぎ ま す 。 私 が 行 


える 容易 な こと を 教え て 下さ い 。” 預言 者 は 言い まし た : “あな た の 舌 を 、 アッラー の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) で も っ て 電 か さ な 
いよ うに する の で す 。”」 ア フ マ ド (188 と 190) の 伝承 。 


40 の ハデ ィ ー ス 
第 1 の ハデ ィ ー ス 
行い は 意図 に よっ て 判断 され る 
第 2 の ハデ ィ ー ス 
ムスリム た ち に 彼ら の 宗教 を 教え る た め 、 ジ ブリ ー ル が 到来 する こと 
第 3 の ハデ ィ ー ス 
イス ラー ム は 5 つの ( 柱 ) の 上 に 建つ こと 
第 4 の ハデ ィ ー ス 
母親 の 胎内 で 形成 され る こと 
第 5 の ハデ ィ ー ス 
誰 れ か が 私 達 の この こと (宗教 上 の こと ) で 根拠 の な い 新説 を 主張 し て も それ は 否 定 さ れる 
第 6 の ハデ ィ ー ス 
合法 的 な も の は 明らか で あり 、 非 合法 な も の も 明らか で ある こと 
第 7 の ハデ ィ ー ス 
宗教 と は 誠実 さ で ある こと 
第 8 の ハデ ィ ー ス 
戦う よう 命じ られ た こと 
第 9 の ハデ ィ ー ス 
預言 者 が 禁じ た 場合 に は 、 そ れ を 行わ な いこ と 
第 10 の ハデ ィ ー ス 
アッ ラー は 善 で あら れ 、 善 で な いも の は お 受け に な ら な いこ と 
第 11 の ハデ ィ ー ス 
疑わ し いも の か ら 離 れ 、 疑念 の 余地 の な いも の を と る こと 
第 12 の ハデ ィ ー ス 
関 り の な い 問 題 を 放っ て お く こ と 
第 13 の ハデ ィ ー ス 
自分 の こと を 愛す る よう に 兄弟 を 愛 る する よう に な る まで は 、 誰 一 人 (本 当 の ) 信 仰 者 と は いえ な い 
第 14 の ハデ ィ ー ス 
ムスリム の 生命 は 侵す べから ざる も の で ある 。 但し 、3 つ の 状況 の 場合 は 別 で ある こと 
第 15 の ハデ ィ ー ス 
アッ ラー と 最後 の 日 を 信じ る 者 は 、 よき こと を 口 に する こと 
第 16 の ハデ ィ ー ス 
怒り を 抑え る こと 
第 17 の ハデ ィ ー ス 
アッ ラー は 全て に お いて 善行 を お 命じ に な られ た こと 
第 18 の ハデ ィ ー ス 
何処 に いよ うと も アッ ラー を 泉 れ る こと 
第 19 の ハデ ィ ー ス 
(預言 者 が 少年 に 伝え た 言葉 を ) 心 に 書き 留め て 堅守 する こと 。 そう すれ ば アッ ラー が 護っ て 下さ る こと 
第 20 の ハデ ィ ー ス 
恥ず か し いと 思わ な いな ら ば 、 好 きなこ と を する が よい 
第 21 の ハデ ィ ー ス 
アッ ラー を 信じ ます と 言い 、 そ れ を 固く 守っ て いく こと 
第 22 の ハデ ィ ー ス 
礼拝 の 義務 を 守り 、 ラ マダ ー ン の サウ ム ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) を 行う こと 
第 23 の ハデ ィ ー ス 
清浄 さ は 信仰 の 半分 で ある こと 
第 24 の ハデ ィ ー ス 
アッ ラー は 自ら に 不正 を 禁じ た こと 
第 25 の ハデ ィ ー ス 
富裕 な 人 達 が (全て の ) 報酬 を さら っ て 行っ て し まう こと 
第 26 の ハデ ィ ー ス 
人 間 の すべ て の 関節 部 は その 恩恵 に 感謝 し て 、 施 し を 行わ な けれ ば な ら な いこ と 
第 27 の ハデ ィ ー ス 
善良 と は 親切 で 思い や り の ある 性 向 で ある こと 
第 28 の ハデ ィ ー ス 
アッ ラー に 対す る 泉 敬 の 念 を も つこ と 、 また 指導 者 た ち に 従う こと の 忠告 


第 29 の ハデ ィ ー ス 

アッ ラー と 並べ て 他 の も の を 崇拝 し な いこ と 
第 30 の ハデ ィ ー ス 

アッ ラー が 定め た (宗教 上 の ) 義務 を 怠っ て は な ら な いこ と 
第 31 の ハデ ィ ー ス 

現世 か ら 身 を 引け ば 、 ア ッ ラ ー が ' あ な た の こと を 愛す る こと 
第 32 の ハデ ィ ー ス 

危害 を 加え る こと 、 ま た 相互 に 危害 を 加え 合う こと の 禁止 
第 33 の ハデ ィ ー ス 

要求 する 者 に は 明らか な 証拠 が 必要 で あり 、 拒絶 する 者 に は 誓い が 必要 で ある こと 
第 34 の ハデ ィ ー ス 

悪事 を 目 に し た 者 は 、 そ れ を 手 で も っ て 正す こと 
第 35 の ハデ ィ ー ス 

互い に 他人 を 始 ん だ り 、 値 を つり 上 げた り し て は な ら な いこ と 
第 36 の ハデ ィ ー ス 

信仰 者 か ら こ の 世 の 悲 し み を 取り 除い た 者 に つい て 
第 37 の ハデ ィ ー ス 

アッ ラー は 善行 、 悪行 を 記録 な され る こと 
第 38 の ハデ ィ ー ス 

アッ ラー が 愛す る し も べ に 敵対 する 者 に は 、 ア ッ ラ ー が 宣戦 布告 する こと 
第 39 の ハデ ィ ー ス 

アッ ラー が 間違い や 失念 、 強 制 さ れ た 行為 を 赦 さ れる こと 
第 40 の ハデ ィ ー ス 

現世 に お いて は 、 異 邦人 か 旅人 の よう で ある こと 
第 41 の ハデ ィ ー ス 

願望 まで も 預言 者 が も た らし た も の に 従う よう に な る まで 、 本 当 の 信仰 者 と は 言え な いこ と 
第 42 の ハデ ィ ー ス 

アダ ム の 子孫 が アッ ラー を 呼び 求め 、 こ ころ か ら 願 う 限り 、 過 ち が 赦 され る こと 
第 43 の ハデ ィ ー ス 

権利 の ある 者 に 、 定め られ た 遺産 の 分 配 額 を 与え る こと 
第 44 の ハデ ィ ー ス 

血縁 親族 関係 の 者 に 違法 と され る こと は 、 乳 親子 関係 の 者 に も 違法 と され る こと 
第 45 の ハデ ィ ー ス 

アッ ラー と その み 使 い は 酒 の 取引 を 禁じ られ た こと 
第 46 の ハデ ィ ー ス 

楓 本 させ る も の は 、 す べ て 禁じ られ て いる こと 
第 47 の ハデ ィ ー ス 

人 間 が 満た す 器 の 中 で 、 自分 の 胃 を 一 杯 に する より も 悪い こと は な いこ と 
第 48 の ハデ ィ ー ス 

四 つ の 特徴 を 持つ 者 は 、 偽 善 者 で ある こと 
第 49 の ハデ ィ ー ス 

アッ ラー に 対し 真 の 意味 で の タワ ッ ク ル (全て を 委ね る こと ) を する こと 
第 50 の ハデ ィ ー ス 

あな た の 舌 を アッ ラー の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) で も っ て 乾 か さ な いよ うに する こと 


